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本
書
は
、
安
禄
山
と
彼
が
起
こ
し
た
「
安
史
の
乱
」
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歴

史
の
動
き
の
中
で
捉
え
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、「
安
史
の
乱
」
は
唐

宋
変
革
の
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
中
国
史
の
枠
組
み
の
中
で

解
釈
・
説
明
さ
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
安
禄
山
と
「
安
史
の
乱
」

を
語
る
上
で
不
可
欠
だ
っ
た
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
省
き
、
唐
国
内
の
描
写
も
必
要
最
低
限
と
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に

従
来
よ
り
も
広
い
視
野
か
ら
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
地
域
で
何
が
起
き
、
そ
れ

が
安
禄
山
と
「
安
史
の
乱
」
に
い
か
に
関
わ
っ
た
の
か
を
重
点
的
に
描
く
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
解
釈
を
見
事
に
打
ち
出
し
た
。
以
下
に
、
各
章
の
内
容

を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
 

 
「
①
安
禄
山
の
誕
生
と
そ
の
時
代
背
景
」
で
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ

ス
都
市
出
身
で
商
業
の
民
と
し
て
名
高
い
ソ
グ
ド
人
と
遊
牧
騎
馬
民
族
の
突

厥
人
と
の
混
血
と
し
て
安
禄
山
が
誕
生
し
た
歴
史
的
な
背
景
に
迫
る
。
ソ
グ

ド
人
の
東
方
進
出
と
突
厥
の
盛
衰
の
様
子
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
そ
の
突
厥

に
従
属
す
る
う
ち
に
騎
馬
遊
牧
民
化
し
た
ソ
グ
ド
人
（
＝
ソ
グ
ド
系
突
厥
）
の

存
在
を
明
ら
か
と
し
た
。
安
禄
山
は
こ
の
ソ
グ
ド
系
突
厥
と
し
て
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
 

 
「
②
唐
に
お
け
る
安
禄
山
」
で
は
、
安
禄
山
が
七
一
六
年
こ
ろ
に
突
厥
第

二
可
汗
国
内
部
の
混
乱
に
よ
り
唐
に
亡
命
し
て
以
降
、
七
四
二
年
に
平
盧
節

度
使
に
就
任
す
る
ま
で
を
記
す
。
節
度
使
は
、
唐
が
境
界
地
域
で
周
辺
諸
民

族
に
対
応
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
。
安
禄
山
は
そ
の
節
度
使
と
な
っ
て
強

大
な
権
力
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
「
③
「
安
史
の
乱
」
前
夜
」
で
は
、
安
禄
山
が
い
か
に
多
種
多
様
な
種
族

か
ら
成
る
安
禄
山
軍
団
を
形
成
し
た
か
を
具
体
的
に
示
す
。
安
禄
山
は
、
各

地
の
ソ
グ
ド
商
人
を
祆
教
を
利
用
し
て
結
集
さ
せ
、莫

大
な
財
力
を
持
っ
た
。

ま
た
彼
は
、
契
丹
・
奚
の
首
領
と
は
婚
姻
や
仮
父
子
の
関
係
で
繫
が
り
、
さ

ら
に
突
厥
の
衰
亡
で
唐
に
亡
命
し
た
ソ
グ
ド
系
突
厥
や
同
羅
を
も
取
り
込
ん

だ
。
安
禄
山
軍
団
は
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
・
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
の
歴
史
変
動
と
密
接

に
関
係
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
最
終
章
の
「
④
安
禄
山
の
め
ざ
し
た
世
界
と
そ
の
後
」で

は
、「
安
史
の
乱
」

の
顛
末
を
記
し
た
上
で
、
安
禄
山
が
な
ぜ
「
反
乱
」
を
起
こ
し
失
敗
し
た
の

か
に
つ
い
て
、安
禄
山
軍
団
と
唐
朝
軍
の
構
成
を
比
較
し
て
見
直
す
。ま

た
、

安
禄
山
や
「
安
史
の
乱
」
が
後
世
へ
与
え
た
多
大
な
影
響
を
述
べ
、「

中
央
ユ

ー
ラ
シ
ア
型
国
家
（
＝
征
服
王
朝
）」

の
先
行
形
態
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

 
著
者
の
森
部
豊
氏
は
、
石
刻
史
料
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
近
年

急
速
に
進
展
す
る
ソ
グ
ド
人
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
本
書
に
は
、
そ
の

緻
密
な
考
察
に
裏
付
け
ら
れ
た
最
新
の
研
究
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
上
、
一
般
読
者
に
も
分
か
り
や
す
く
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
本
書
が
発
行
さ
れ
た
翌
七
月
に
、
モ
ン
ゴ
ル
東
部
か
ら
巨
大
な
突
厥
碑
文

が
発
見
さ
れ
た
（
二
〇
一
三
年
七
月
一
七
日
付
の
朝
日
新
聞
な
ど
各
紙
朝
刊
で
報
道
）。
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こ
の
碑
文
は
安
禄
山
が
活
躍
し
た
八
世
紀
中
頃
の
も
の
と
さ
れ
、
当
時
の
突
 

厥
だ
け
で
な
く
、
唐
や
ソ
グ
ド
な
ど
を
含
む
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
に
関
す
 

る
重
要
な
史
料
と
な
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
々
解
明
が
進
む
本
分
 

野
の
世
界
観
を
知
る
第
一
歩
と
し
て
、
本
書
は
最
良
の
一
冊
で
あ
る
。
 

（
福
島
 
恵
）
 

 
 


